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Abstract : Beetles were captured in the period from May through November using barrier traps with 

benzyl acetate which emits an odor resembling that of flowers. Identified among them were 2，848 

cerambycid beetles of 60 species， 183 elaterid beetles of 31 species， and 366 leaf beetles of 9 species. The use 

of benzyl acetate is considered effective as much higher numbers of beetles were caught in 21 species of the 

above three beetle families than those caught by the use of Malase traps. Majority of beetles including 

those three families were caught in from mid May through August， showing that this period is most 

suited for investigating the diversity of beetles in this area. 

要旨 衝突板式トラップにベンジルアセテートを付け、5月から11月まで、訪花性甲虫を誘引、捕獲した。

その結果、カミキリムシ科60種2，848頭、コメツキムシ科31種183頭、ハムシ科9種366頭を回収、同定し

た。 マレーズトラップの捕獲甲虫と比較し、ベンジルアセテート誘引で効率よく捕まると思われる甲虫が上述

3科で21種あり、甲虫ファウナの調査にベンジルアセテート誘号|が有効なことが示された。 また、この地域

における、上述3科を含む棲息甲虫の調査には、夏季5月中旬から8月下旬が種数、頭数ともに多く、効率が

良いことが分かった。
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1 はじめに

る機会を得た。 その中で、カミキリムシ科、コメツキム

シ科、ハムシ科について詳細を明らかとしたので、トラッ

プの効果や季節変動( 種数 ) とともに報告する。

山梨県は県土の78%が森林で占められ、また 、標高

差も大きく、多数の甲虫類が棲息していると考えられる。

しかし、甲虫類は種数が極め て豊富であり 、体も小さく

目に付きにくい こと 、生息場所が 様々なこと等から、山

梨県の甲虫相の全体像は分 かつておらず、一部地域 に断 '

片的な甲虫目録が作られている(日本大学農獣医学部動

植物研究会 1969、川辺・鈴木1972、池田・瀬田1983、

水野・細田1992、早川1992、鈴木 2000、岸井2003 )。

今後 、この様な情報を集積し、山梨県内の甲虫相を解明

していく必要がある。 筆者は須玉町北部山岳地域( 瑞楢

山周辺 ) の山梨県 森林生態系モニタリング調査 に参加し、

甲虫 多様性の調査を担当しているが、1999年に、訪花

性 見虫を捕らえ る誘引トラップを用い、甲虫相を調査す

2 調査方法

1)調査林分

山梨県北杜市須玉町北東部瑞摘山周辺にて、ミズナラ

を中心とした二次林2林分(A， C)、カラマツ人工林

2林分(B， D) に見虫 捕獲用トラップを設置した。 調

査林分の特徴は次の通り。

A ミズナラ林 ミズナラを中心とした広葉樹天然林

(二次林)、樹齢推定50-60年、標高1，520m

B カラマツ林 間伐後1年半経過、41年 生、標高
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1，540m 

C ミズナラ林 ミズナラを中心とした広葉樹天然林

(二次林)、樹齢推定50 -60年、標高1，420m

D カラマツ林 高齢林、76年生、標高1，630m

2)昆虫捕獲方法

トラップ本体として黄色及び白色の衝突板式昆虫捕獲

器(サンケイ化学製) を用いた。 各林分にこのトラップ

の黄l器と白1器を地上150cmのところに設置した。

他林分や林縁の影響を最小限に押さえる為、 林分の中心

部で平行斜面地中腹を設置場所とした。 誘引剤はベンジ

ルアセテートを用い、 捕獲期間は4月30日-11月31

日とした。 基本的に10日に1目見虫の回収を行い、 誘

引剤は効力が低下する前に(1ヶ月にl回)交換した。

3)同定作業

甲虫類の内で、 森林性昆虫として種数が多い、 カミキ

リムシ科、 コメツキムシ科、 およびハムシ科を対象とし

た。 カミキリムシ科は、 種類が豊富で、幼虫が生材から

腐朽材で生育し、 森林依存度が高いと考えられている。

コメツキムシ科は、 やはり種類が多く、幼虫が腐食性、

食根性から捕食性まで変化に富み、 この為森林環境を広

く反映すると思われる。 ハムシ科は上記2 種とは違い、

植食性で、 森林内の植物と関係が深い。

持ち帰った捕獲見虫から調査対象3科を選別し、 同定

した。 選別、 同定は、 早川和彦、佐相美喜、 大津正嗣の

3名で行い、 カミキリムシ科ヒメハナカミキリ属の一部、

ハムシ科の一部、 及びコメツキムシ科を、 武智昭一氏、

大橋章博氏、 及び岸井 尚氏にそれぞれ同定依頼した。

その他の捕獲甲虫については、 種別に分類済みであるが、

未同定のものが多数含まれている。 捕獲甲虫は、 液浸

(エタノーノレ) 標本として、山梨県森林総合研究所に保

管しである。

3 結 果

本調査で捕獲した3科の目録を表1(文末) に示した。

1)カミキリムシ科

調査期間中にカミキリムシ科60 種、2，848頭捕獲し

た(表1 )。 最も多く採集されたのが、 フタオビヒメハ

ナカミキリであり、1，063頭、次にヨツスジハナカミキ

リ377頭、 ニンフハナカミキリ255頭であった。 この3

種で全体の60%を占めた。 その他に、 マルガタハナカ

ミキリ、 トゲヒゲトラカミキリ、 オオヒメハナカミキリ、

ニョウホウホソハナカミキリ等が多く捕獲された。

種数および個体数の季節変動を、 図1 に示した。 種数

は7月12日をピークとした一山形であったが、 個体数

のピークは6月中旬と8月上旬の2山形となった。 トラッ

プの色別では、 白色で黄色より捕獲した種類および個体

数が多く、特に個体数では大きな差があった(図2 )。
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図2 トラップ色の甲虫捕獲に与える影響

2)コメツキムシ科

コメツキムシ は31 種183頭捕獲された。 最も多く採

集されたのが、 メスアカキマダラコメツキであり72頭、

次にカパイロコメツキの36頭、 ホソ クロコメツキの10

頭と続いた。 この3 種で、 全体の64%となった。

種数が比較的多かったのは5月18日- 8月9日の聞

で、 ピークは、 6月14日にあった。 個体数のピークは

5月28日の回収と8月9日の回収にあり、 8月9日の

方が高かった(図3 )。 トラップの色による捕獲の差は

小さかっfこ。

語理車
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3)ハムシ科

1 5  
10 

ハムシは9種369頭捕獲され、最も多かったのが、ハ

ラマダラヒメハムシ308 頭 (全体の84%)であり、ツ

ブノミハム、ン、ルリウスパハムシがこれに続いた。

種数は6月22日�9月8日回収聞で多く、6月22 日

の回収時がピークとなった。 個体数は、8月19日回収

で最も多かった(図4)。 トラップの色による捕獲の差

は小さかっfこ。
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図4 ハムシ科の捕獲状況(時期)

4)甲虫全体
甲虫全体の時期別捕獲種数を図5 に示した。 甲虫種の

捕獲種数は一山型を示し、5月中旬から8月下旬までで

多かった。

4 考 察

昆虫の捕獲には色々な方法が知られているが、その方

法により捕獲される見虫の種類が異なる場合が多い。 今

回用いたトラップは、飛期する昆虫を捕獲する小型の衝
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図5 時期別捕獲種数

突板式トラップにベンジルアセテートをつけたもので、

主に訪花性見虫を誘引する。 この調査地域では、マレー

ズトラップによる甲虫相調査も行っており、すでに62

器による捕獲が終了している。 今回の衝突板式誘引トラッ

プは4林分に2器ずつ計8器を春から秋まで設置し、こ

れに対し、マレーズトラップは62 林分に1器ずつ設置

し6月、 7月、8月の各月毎に14日間甲虫を捕獲した。

この為、単純な数値の比較はできないが、マレーズトラッ

プ62器の結果と衝突板式誘引トラップの6月�8月に

回収したものを比較し、今回の誘引剤、ベンジルアセテー

トにより強く誘引されたと考えられたカミキリムシ、コ

メツキム、ン、およびハムシを表2 に示した。 強く誘引さ

れたと考えられる種類は21 種に上り、誘引剤により、

効率的に捕獲できる種類がかなりあり、更に、誘引剤を

使用しないと全く捕まらないものも認められた。 この為

甲虫ファウナの調査にベンジルアセテートによる誘引が

有効なことが明らかとなった。

しかし、ベンジルアセテートの誘引力はカミキリムシ

科、コメツキムシ科、およびハムシ科のそれぞれ種によっ

て違い、強く誘引される種が多く捕獲されるため、優先

度等の算出には注意が必要である。 また、誘引される距

離等も種によって違うと考えられ、どの範囲の甲虫を捕

獲しているのか判断が困難であった。

捕獲器の色については 今回、訪花性の見虫の捕獲に適

した黄色と白色を用いたが、カミキリムシ科は白色で種

数、頭数とも捕獲が多かった(特に頭数で圧倒的に多かっ

た)ことから、訪花性のカミキリムシの捕獲には白色が

適していると思われる。 一方、 コメツキムシとハムシで

は黄色と白色でそれ程大きな差は認められなかった。

今回は昆虫の発生する5月初めから11月末まで調査

を行ったが、カミキリムシの発生は6月中旬から8月中
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甲虫類の同定に当たり、 カミキリムシ科については武

智昭一氏に、 ハムシ科については大橋章博氏に、 また、

コメツキムシ科については岸井尚氏に、 また、 全般に渡

り早川和彦氏にご指導、 ご助力を頂いた。また、 分類・

同定作業に当たり、佐相美喜氏のご助力を頂いた。心か

ら感謝を申し上げる。

樹5 

4 

旬の期間で多かった。コメツキムシとハムシでも同様な

傾向であったが、 コメツキムシでは発生がやや早くから

はじまり、 また、 ハムシでは 10月下旬から11月にかけ

て少数ながら捕獲される個体があった。甲虫全体では、

5月中旬から8月下旬が、 最も種数、 個体数とも捕獲で

きる時期であった。 これは、 調査地域が高標高で気温が

低く、 甲虫の発生ピークが、夏に集中する結果と思われ

た。この地域でのカミキリム、ン、 コメツキムシ、 ハムシ

を含めた甲虫多様性等の調査はこの期間に行うのが効率

的と考えられる。

kr
レ」
斗斗-寸ノ
斗、
4メヨJ

引用文献

早川和彦(1992)早川・野路川水系の鞘題自分布調査.

自費出版. 平成6年度版 1-65.

6 

ベンジルアセテートに強く誘引されたと恩われる甲虫表2

ベンジルア セテート マ レーズトラップ日
で誘引・捕獲した頭数本 で捕獲した頭数日

池田清彦・瀬田実(1983)自然環境調査E、 大菩薩周

辺の動物相. 4 見虫類. 5 水性見虫類 鞘題

目: 9-32. 55-97. 

川辺湛・鈴木欽三(19.72)順徳女子高等学校

山麓清里高原の見虫相. (I)鞘題目: 57-71. 

岸井 尚(2003)マレーゼトラップによる大津正嗣氏蒐

集の秩父山塊山コメツキムシ.

105 : 1-15. 

水野弘造・細田倖市(1992)鳳嵐山甲虫類目録、 関西甲

虫談話会資料. 2 : 1-153. 

日本大学農獣医学部動植物研究会(1969)大菩薩嶺生物

八ヶ岳

NEJIREBANE 

名

カミキリムシ科
オヤマヒメハナカミキリ
キヌツヤハナカミキリ
チャボハナカミキリ
テツイロハナカミキリ
トゲヒゲトラカミキ リ
ナガパヒメハナカミキリ
ニセヨコモンヒメハナカミ キ リ
ニョウホウホソノ、ナカミキ リ
ヒゲシロハナカミ キ リ
ピソクニセハムシハナカミキ リ
フタオビヒメハナカミキ リ
フタスジノ、ナカミ キ リ
ホソガタヒメハナカミキ リ
マ ツ シタトラカミキリ
マツシタヒメハナカミキリ
マルガタハナカミ キ リ
ミドリカミキリ
ヨコモンヒメハナカミキリ
ヨ ツ スジハナカミ キ リ

qd
nu
sa-
oo
nU
QU
1i
FD
ηI
nU
Au-
-i
n4u
qu
Qυ
FU
--
n4
00
 

1
1
1

2

U
2

1
5

1
8
 

ρ口
氏υ
AUτ
oO
FD
噌i
n，u
ハ日
o口
組せ
QU
OO
QU
1よ
QU
QU
「D
ワu
pO

3

8
2

U
2
4

日
2
l

m
5

1
3

凶

3
幻

唱Eム

種

総合調査報告. 動植物研究会報.

鈴木亙(2000)山梨県瑞晴山麓周辺域のコメツキムシ

14 : 93-177 
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コメツキムシ科
メスアカキマダラコメ ツ キ

科甲虫、 1988年の資料を中心として. 研究と評

63 : 1-35. 論、 法政大学第二高等学校.
146 307 

k衝突板式トラップ4器の合計(捕獲期間 6-8月)
叫 マレーズトラップ62器の合計(捕獲期間6、7、8月の各月毎lこ14日間)

ハムシ科
ノ、ラマダラヒメハムシ
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表1 ベンジルアセテー卜で誘引して捕獲したカミキリムシ科、 コメツキムシ科、 およびハムシ科の目録

種名 学名

カミキリムシ科 Cerambycidae 
ビロウドカミキリ Acαloleptαfrαudαtrix frαudatrix (Bates) 
ニセビロウドカミキリ Acαloleptαsejuncta (Bates) 
チビハナカミキリ AlosternαchαlybeellαBates 
マツシタトラカミキリ Anaglyptus mαtsushitαi Hayashi 
ツヤケシハナカミキリ Anαstrangαlia scotodes (Ba tes) 

ミヤマクロハナカミキリ A noploderomorphαexcαuαtα(Bates) 
キクスイモドキカミキリ Asαperdαrufipes Bates 
ミドリカミキリ Chloridolum uiride (Thomson) 
キヌツヤハナカミキリ Corennvs sericαtαBat巴S
アカハナカミキリ Corymbiαsuccedαneα(Lewis) 
卜ゲヒゲトラカミキリ Demonax trαnsilis Bates 

ヒナルリハナカミキリ Dinopterαmmutα(Gebler) 
ホソカミキリ Distenia grαcilis grαcilis (Blessig) 
テツイロハナカミキリ Encyclops oli uαceαBates 
セミスジニセリンゴ力ミキリ Eumecocerαtrw!ttαtα(Breuning) 
カエデ/へリグロハナカミキリ Eustrαngαliαdistenioides Bates 
カラカネハナカミキリ Gαurotes doris Bates 
シラホシカミキリ Gleneαrelictα Pascoe 
ミヤマホソハナカミキリ Idiostrαngαliαcontractα(Bates) 
ヒゲシロハナカミキリ Jαpαnostrαngαliαdentatipennis Pic 
ゴ、マダラモモブトカミキリ Leiopus stillatus (Bates) 

キパネニセハムシハナカミキリ Lemulαdecipiens Bates 
ピyクニセハムシハナカミキリ Lemula rufithorαx Pic 
ホソハナカミキリ Leptostrαngαliαhosohαnα(Ohbayashi) 
クロハナカミキリ Lepturααetiops Poda 
キモンハナカミキリ LepturαduodecimguttatαFabricius 
ヤ ツボシハナカミキリ LeptuTαm!m!cαBates 
ツマグロハナカミキリ LepturαmodicenotαtαPic 
ヨツスジハナカミキリ LepturαochrαceoJ<αSc!αta (Motschulsky) 

アカムネハナカミキリ Mαcropidoniαruficollis Pic 
キモンカミキリ Menesiαsulphurαtα(G巴bler)
フタスジハナカミキリ N，αhαneα u!cαnα(Bates) 
へリグロリンゴカミキリ Nupserhαmarginellα(Bates) 
マルガタハナカミキリ Pαchytodes cometes (Bates) 
シロトラカミキリ Pαrαclytus excultus Bates 
ジュウニキボシカミキリ Pαrαmenesia theαphiα(Bates) 
ベニパハナカミキリ Pαrαnαspia anαspidoides (Bates) 
ニョウホウホソハナカミキリParastrαngαlis lesnei (Pic) 
ニ ンフハナカミキリ Pαrastrαngαlis nymphula (Bates) 
ミヤマヒメハナカミキリ Phidonia syl uicolα Kuboki 
アカネカミキリ Phymαtodes mααki (Kraatz) 
チャイロヒメハナカミキリ Pidoniααegrotααegrotα(Bates) 
オオヒメハナカミキリ PidoniαgrαI Iαtrix (Bates) 
7トエリマキヒメハナ力ミキリ Pidoniαhimehana S.Saito 
ヨコモンヒメハナカミキリ PidoniαinsuturatαPic 
ツマグロヒメハナカミキリ Pidoniαmaculithorαx Pic 
マツシタヒメハナカミキリ Pidonia matsushitαi Ohbayashi 
オヤマヒメハナカミキリ Pidoniαoyαmαe (Oyama) 
フタオビヒメハナカミキリ Pidoniαpuziloi (Solsky) 
ホソガタヒメハナカミキリ Pidonia semiobscurαPic 
ナ力。パヒメハナカミキリ Pidonia signiferα(Bates) 
ニセヨコモンヒメハナカミキリ PidoniαsimillimαOhbayashi et Hayashi 
チャボハナカミキリ Pseudalosternαmisellα(Bates) 
へリ グロベニカミキリ Purpuricenus spectαbilis Motschulsky 
ホソトラカミキリ Rhaphuma xeniscα(Bates) 
ヒメクロトラカミキリ Rhuphuma diminutαdiminutα(Bates) 
トゲパカミキリ Rondibilis sα:perdinα(Bates) 
トホシカミキリ Saperdααlberti Plavilstchikov 
へリ グロアオカミキリ SaperdαmterruptαGebler 
モモ グロハナカミキリ Toxotinus reini (Heyden) 

次ページに続く

頭数 採集日 採集場所

1 1999/5/28， 8/19 C 
1 1999/5/28 A 
9 1999/5/28， 6/4， 14， 22， 7/22 A. B， C 

11 1999/6/14，7/2，12，22，29，8/9，19 A. B， C 
4 1999/7/12， 22 A. B 
1 1999/8/9 C 
1 1999/7/12 C 
5 1999/7/12， 29， 8/9 B， C 
5 1999/7/22， 29 A. B， C 
8 1999/8/19，8/31 B 

143 1999/5/28，6/4，14，22，7/2，12，22.29，8/9，19 A. B， C 
2 1999/5/6，6/4 B， C 
2 1999/7/29，8/9 C 

36 1999/5/28， 6/14， 22 A， C 
1 1999/8/9 A 
1 1999/5/28 C 

10 1999/6/14. 7/12， 22， 29， 8/9 A. B， C 
2 1999/7/12 A. C 
6 1999/7/2， 12， 22， 29 B， C 

28 1999/7/22， 29， 8/9， 19 A. B 
2 1999/6/22，7/29 A 
2 1999/6/4，7/12 B， C 

14 1999/6/4. 14， 22， 7/2， 12 A. B， C， D 
2 1999/7/12， 22 A. B 
6 1999/6/22， 7/2， 12， 29 B， D 
1 1999/7/12 C 
1 1999/7/22 B 
2 1999/8/9 A. C 

377 1999/7/12， 22， 29， 8/9， 19， 31， 9/8 A. B， C， D 
1 1999/6/22 B 
3 1999/7/22， 8/9， 19 A. C 

58 1999/7/12， 22， 29， 8/9. 19， 31 A. B. C， D 
1 1999/8/19 D 

170 1999/7/12，22，29，8/9，19，31，9/20 B， D 
35 1999/5/28， 6/4， 14， 7/2， 12， 22 A， B， C 
1 1999/8/9 B 
1 1999/7/29 A 

119 1999/7/12， 22， 29， 8/9， 19， 31 A. B， C. D 
255 1999/6/14，22，7/2，12，22，29，8/9，19，31 A. B， C. D 

2 1999/6/14，7/22 C 
1 1999/6/14 B 

56 1999/6/4， 14， 22， 7/2， 12，22，29，8/9， 19 A， B， C， D 
121 1999/6/14，6/22，7/2，7/12，7/22，7/29，8/9 A. B， C， D 

3 1999/6/14， 22， 7/2 A， B， C 
32 1999/6/14， 22， 7/2， 12， 22， 29， 8/9， 19 A. B， C， D 

3 1999/6/22， 7/29 A. B， C 
39 1999/7/2. 12， 22， 29 A， B， C， D 
36 1999/6/14，6/22，7/2，7/12，7/22，8/9 A. B， C， D 

1063 1999/5/18，28，6/4， 14， 22， 7/2， 12，22，29 A， B， C， D 
9 1999/6/14， 7/2， 12， 22 C， B， D 

21 1999/6/14， 22， 7/2， 12 A. B， D 
42 1999/6/14， 22， 7/2， 12， 22， 29， 8/9 A. B， C， D 
85 1999/7/12， 22， 29， 8/9， 19， 31， 9/8 A， B， C， D 
1 1999/6/14 C 
1 1999/8/9 B 
1 1999/7/12 C 
1 1999/7/22 B 
1 1999/7/29 C 
1 1999/7/29 B 
1 1999/7/12 B 
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表1 ベンジルアセテートで誘引して捕獲したカミキリムシ科、 コメツキムシ科、 およびハムシ科の目録(続き)

和名 頭数 採集日 採集場所学名

コメツキムシ科 Elateridae 
アカハネフトヒラタコメツキActeniceromorphus fuluipennis (L巴wis) 8 1999/5/6，5/18，5/28.6/4 
ニホンフトヒラタコメツキ Acteniceromorphus nipponensωOhira 1 1999/6/14 
ミヤマクロコメツキ Ampedus alpinus Kishii 4 1999/5/28， 7/2 
ゴザイゾアカコメツキ Ampedus gozaishi Kishii 1 1999/6/22 
アカノ、ラクロコメツキ Ampedus hypogαstricus hypogαstricus (Candeze) 1 1999/6/22 
アカアシクロコメツキ A mpedus japonicus j日ponicus Silfverberg 2 1999/6/14，6/22 
オオアカコメツキ Ampedus opt日bilis opt日bilis (Lewis) 1 1999/7/2 
ホソクロコメツキ Ampedus tenuistriatus (Lewis) 10 1999/5/18，6/4，14，22，7/2，12，22，29 
ミヤマホソチャパネコメツキAmpedus tokugoensis W. Suzuki 6 1999/5/18，28，6/4，14 
オオダイクロコメツキ Ampedus y日ku ohdai Kishii 1 1999/7/29 
クロツヤヒラデコメYキ C日lambusjロponicus (Fleutiaux) 1 1999/6/14 
ホソヒラタコメツキ Corymbitodes concolor (Lewis) 1 1999/6/14 
ミヤマベニコメツキ Denticollis miniatus (Candeze) 1 1999/6/14 
ニホンベニコメツキ Denticollis nipponensis OOhira 6 1999/5/28，6/14， 22 
メスグロベニコメツキ Denticollis uersicolor (Lewis) 3 1999/6/14， 22， 7/2 
キパ不ホソコメツキ Dolerosomus gracilis (Candeze) 3 1999/5/28，6/14 
キンケオオカパイロコメツキEctinus puberulus (Miwa) 1 1999/5/18 
カパイロコメツキ Ectinus sericeus (Candeze) 36 1999/5/18， 28， 6/4， 14， 22， 7/2， 12， 22， 29， 8/9 
キマダラコメツキ G日mepenthes pictipennis (Lewis) 4 1999/7/22， 8/9 
メスアカキマダラコメツキ G日mepenthes uersipellis (Lewis) 72 1999/7/22， 29， 8/9， 19， 31， 9/8 
キムネスジコメツキ Harminius nikkoensis Miwa 1 1999/7/22 
クロツヤハダコメツキ IIemicrepidius secessus secessus (Candeze) 2 1999/7/29，8/9 
コクロツヤハダコメツキ Hemicrepidius sinuatus sinuatus (Lewis) 3 1999/7/29，8/9 
ルリツヤハダコメツキ Hemicrepidius subcyaneus (Motschulsky) 1 1999/7/22 
シナノカネコメツキ Limoniscus hi月日kurai Kishii 3 1999/6/4， 8/9 
ムラサキヒメカネコメツキ Limonius eximius Lewis 1 1999/7/12 
クゾコメツキ λleLanotus legatus Candeze 2 1999/7/2， 29 
ハネナガクユ/コメツキ Melanotus matsumurai Schenkling 2 1999/5/28， 6/22 
チャイロツヤハダコメツキ Scutellathous comes (Lewis) 1 1999/8/9 
シリブトヒラタコメツキ Selatosomus pueriLis (Candeze) 3 1999/5/18 
ツヤミドリヒメコメツキ Vuilletus yamazaki Ohira 1 1999/6/14 

ハムシ科
キクヒアオハムシ
ツブノミハムシ
ハラマダラヒメハムシ
ヒメノ、ムシsp.1
ケフカクロナ力引ノ、ムシ
アラメクビホ山ソトビノ、ムシ
アカタデハムン
ノレリウスノ芯ノ、ムシ
ワモンナガハムシ

Chrysomelidae 
AgeLasa nigriceps Motschulsky 
Aphthona perminuta Baly 
Exosoma akko日e (Chujo) 
Exosoma sp.1 

Hesperomorpha hirsuta (Jacoby) 
Pseudoliprus nigritus (Baly) 
Pyrrhaltロ semifulua (Jacoby) 
Stenoluperus cyaneus (Baly) 
Zeugophora annulata (Baly) 
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採集場所 山梨県北社市須玉町瑞騎山麓


